
利尻・本泊地区

フェノロジーカレンダーができるまで

今回、利尻のフェノロジーカレンダーを作成するにあたって、
利尻島内でも古くから栄え、縄文時代の遺跡から、運上屋跡、
ニシン漁の記憶を伝える様々な遺産が残る本泊地区をモデル
地区として、文化遺産マップなどの制作を行いました。
制作にあたっては、北海道教育大学函館校の学生が約1週間、
旧本泊小学校に滞在して、本泊地区を中心に地区内の文化遺産
の視察、昔のことをよく知る住民の皆さんへのインタビューなど
を行い、本泊地区、利尻島の地域資源について行った調査、また、
現在、利尻島に赴任し、島を訪れた方へのガイドをはじめと
する様々な地域づくりの活動を行っている地域おこし協力隊
のメンバーが、日々の活動の中で収集した様々な情報をもとに
しています。

利 尻 の 島 暦
利尻・本泊地区フェノロジーカレンダー

利 尻・本 泊 地 区 フ ェ ノ ロ ジ ー カ レ ン ダ ー に つ い て 

お世話になった皆様

フェノロジーカレンダーとは

フェノロジー（英Phenology）とは、学術的には、植物の発芽・
開花・落葉など、生物の活動周期と季節との関係を研究する
学問のことをいいます。
地域のライフスタイルは、その地域の寄稿、地形などの自然
環境に大きな影響を受けます。とくに四季の明瞭な日本では、
季節ごとに自然の恵みに対する感謝など、地域ごとのユニークな
食・行事などがあります。
そうした自然事象と文化事象などの地域資源をカレンダーの
形で一覧できるように整理したものがフェノロジーカレン
ダーです。時期ごとの自然環境、食、産物、年中行事などを把握
することができるので、例えば観光プログラムの作成などにも
活用することが可能です。

秋元進さん、今村大さん、金森のぶ子さん、神成隆雄さん、佐藤萬さん、佐藤ミチエさん、澤敏弘さん、嶋中英峰さん、鈴木裕尚さん、正田浩さん・
ミツエさん、西谷栄治さん、山谷文人さん、吉田敏さん・静子さん、吉田敏光さん、味噌吉夫さん（五十音順）

〒097-0101 北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字富士野6
TEL：0163-82-1111（代）　FAX：0163-82-1373（1F）
URL:http://www.town.rishirifuji.hokkaido.jp

［制作］ 利尻富士町役場産業振興課
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本泊漁港

8
このマークがある場所には、かつて
あった建物を示しています。

利尻空港

　 奥の院（利意志理山大権現）

1765（明和2）年に場所を請け負った恵比須
屋が建立したといわれているが、詳しくは分
かっていない。社殿には1868（慶応4）年に奉
納された「利意志理山大権現」の額が残る。

8 　 袋澗、元標

袋澗とは、ニシンの水揚げの際に一時保存や
船溜まり、避難港などのために作られた石積み
で囲った小さな港のこと。その痕跡の他、建網
を敷設する際の指標とした元標も現存。

4

　 本泊神社

本泊神社は、柏屋の支配人阿部喜右衛門が、
奥の院の頓宮とし建立したといわれる。「利尻
大権現」と刻まれた石鳥居（町指定文化財）は
1838（天保9）年に阿部が奉納したもの。
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7 　 釡場跡

釜場とは、水揚げされたニシンを大きな鰊釜で
大量に茹で、油とカス（肥料として出荷）に分留
する、その作業を行った場所のこと。本泊の釜
場跡には、当時使われてた釜も現存。
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　 聖徳太子碑

江戸時代以降、職人集団により盛んに営まれ
るようになった太子講。島内には慈教寺のほ
か、4つの聖徳太子碑があり、利尻島でもそう
した動きがあったことが考えられる。

6 　 リイシリ運上屋跡の碑、石段

アイヌと和人との交易の拠点施設となったの
が運上屋である。記念碑は、本泊に運上屋が
あったことを伝えるため、昭和46年に建てられ
た。石段は平成23年に修築されたもの。

2

　 会津藩士の墓（慈教寺）

1808（文化5）年、宗谷・利尻の警備のため
滞在した会津藩士の墓。新潟で石を刻み運ん
で建立したもの。慈教寺には3基が現存する。
鴛泊に3基、種富町にも2基の墓がある。

5 　 本泊遺跡（縄文）

縄文時代後期の集落跡。特徴的な出土品と
して、礼文産のメノウがある。メノウは硬く、
穴をあけるドリルとして使われた。
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袋澗、鰊釡…

島に残るニシン漁の記憶

幕末～明治にかけて、利尻島には各地から多くの漁民が新

しい漁場を求めてやってきました。明治末から昭和の初め

まで、最盛期には年間10万トンもの水揚げがあるなど、島は

ニシン景気に沸きました。

しかし、昭和28年頃を境にニシンが獲れなくなり、ニシン漁

は衰退の一途をたどりました。本泊地区をはじめ、島内には

往時をしのばせる袋澗（ニシンの陸揚げの際に一時貯蔵す

るために石積みで囲った小さな港）や釡場（ニシンを加工す

るために使ってた大きな釡）の痕跡が各所に見られます。ニ

シン漁の記憶を伝える貴重な遺産といえるでしょう。

Rishiri
      Island

本泊地区

かつて、本泊は
利尻の中心だった

本 泊 地 区 ・ 文 化 遺 産 マ ッ プ

※町指定有形文化財

※町指定有形文化財

アイ

北

北西北東

南

南西南東

西東

タマシモ

クダリ

ヒカタ
（ダシカゼ）ミナミヤマセ

（ヤマセ）

ニ
シ

ヤ
マ
セ

（
ホ
ン
ヤ
マ
セ
）

利尻島での風の呼び方

風は島の風物詩であり、風の吹く方
向によって季節やその日の天気を
読むことができます。
むかしから、ニシン漁をはじめ、日々
の生活密接に関わってきました。

※
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泊
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の
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史
で
す
。

本泊地区は、縄文時代・擦文時代からアイヌ文化期（江戸時代）に至る遺跡が

発見されており、利尻島内でも古くから人々が暮らしてきた地域です。江戸時

代には多くのアイヌの人々が暮らしていました。本泊の地名はアイヌ語の本

泊＝「ポン・トマリ（小さい・入江）」が元になっています。18世紀以降場所請

負制度が確立すると、運上屋が設けられ、ニシン、サケ、昆布などの海産物が取

引されるようになり、利尻の交易の拠点となりました。明治以降はニシン漁で

栄え、1890（明治23）年には本泊小学校が開校、閉校までの121年間に3,373名の卒業生を輩出しました。ニシン漁の衰退

とともに、人口も減少していきましたが、かつて利尻の中心として栄えた本泊地区には、古くは縄文・擦文時代の遺跡

から明治以降のニシン漁や教育に関わるものまで、人々が暮らしてきた歴史を物語る遺産があります。

本泊細川劇場（昭和20年代）

上／本泊校運動会
　　（大正2年）
下／現在の姿

明治23年開校、平成24年の閉校までに
3,373名の卒業生を輩出

※町指定史跡

袋澗鰊粕積み出し

粕玉づくり
秋田藩勘定方「リイシリ嶌略図」

サイズが小さいです。
もっと高画質はありますか？
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青野朋晃（4年）、古村真衣（4年）、星山大稀（3年）、大久保美侑（3年）、白岡健志（3年）、古舘葵（3年）、
山田創祐（2年）、阿部晃佑（2年）、熊野心平（2年）、菊池和佳奈（2年）、東海林弘人（2年）

池ノ上真一（北海道教育大学函館校 国際地域学科地域協働専攻地域政策グループ・准教授）

北海道教育大学函館校　池ノ上真一ゼミメンバー

地域おこし協 力

隊

平成29年3月発行
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● ミヤマオダマキ
● ボタンキンバイ
● チシマフウロ

エゾカンゾウ

リシリヒナゲシ

マイヅルソウ

船霊様
冬囲い取り外しひな祭りどんど焼き
山菜とり

奥の院例大祭

● 仙法志神社・北見富士神社・北見神社・利尻山神社例大祭
● 利尻麒麟獅子

● 利尻浮島まつり
● 北海島まつり

● お盆
● トコロテンづくり

サケ釣り大会

みなとビアガーデン

七夕（ローソク歌）

● 十五夜
● 漬物づくり

冬囲い

利尻富士町文化祭

ザゼンソウ ハマナス
オオバナノエンレイソウ

ミズバショウ

サクラ

ワラビ サルナシ（こくわ）の実
こごみ ヤマブドウタラノメ

竹の子（根曲り竹） アキグミ

キノコ

夏の遊び（釣り、ガンゼ取り、および、木の実取り、けんけんぱ）

テングサ
ワカメ

エゾバフンウニ（ガンゼ） エゾアワビ
キタムラサキウニ（ノナ）

● カニ　● タコ
ナマコ

シマエビ（ホッカイエビ）
フグ

チカ
アイナメ（アブラコ）

ホッケ

サケ（アキアジ）

ヤナギノマイ
コンブ

カレイ カレイ

● ウグイス　● ノゴマ

アマツバメ

エゾセンニュウ
シマセンニュウ
エゾヒタキ

アオジ
クロジ

アカハラ
イワツバメ

ヒラメ ヒラメ
クロマグロ

夏鳥

コマドリ

ハシブトウミガラス

冬鳥

オジロワシ
シロカモメ

シノリガモ
ワシカモメ

ウミアイサ

オオワシ

ベニマシコ
ウミネコ

カワラヒワ

昆布の干場づくり 干場の草取り ねじりほこ
作成点検 昆布漁 昆布づくり 検査・出荷

資材の整理　見回り 株上げした昆布の雑草を手作業で獲る 地域の住民で協力して、引き上げ 製品づくり［出荷］ 胞子取り 選別作業

等級や種類に分ける、形を整える

旬の時期は開き、油の乗っていない
時期はつみれに。

利 尻 の 島 暦

まちのお年寄りに聞いてみました

は一人とか一対一で遊ぶ遊びが

ほとんどだけど、昔はみんなで

遊びました。「騎馬戦やるよ～」でみん

なが集まってきて。おはじきや磯舟に

乗って釣りをしたり、取ってきたガン

ゼ（ウニ）をたき火で焼いて食べたり。

●佐藤　萬さん

は見合いもなし、話したこともな

い人と結婚するのも当たり前でし

た。嫁入り道具は馬車や馬そりで運びま

した。結婚式は家で。50人ぐらいが集まり

ます。参加者には鯛や鶴や亀などの形を

した落雁が配られるんですが、のぞきに

来た近所の人たちももらっていました。

●佐藤ミチエさん

し網でニシン漁をしていました。3月の

凪の日に試しに網を刺して確認する。

何匹かかかれば、その後留萌からニシンが北上

してくる情報が入ってくると、かかりがだんだ

んよくなってくる。群来ると、朝海を見たら

真っ白になっていました。大量に網にかかって

いるので浮きが沈んでしまったくらい。

昭和50年ぐらいからはマグロも獲っていまし

た。当時は結構獲れて「マグロ御殿」を建てて

しまった人も。礼文の棚に近かったから、本泊

と 鴛 泊 が 盛 ん で し た。8月 に

なったら一本釣りで。マグロは

高く売れたから当時はマグ

ロ一本でもやっていけま

した。

●味噌吉夫さん

どもの頃は甘いものはなく、野菜もな

かったので、乾燥した小魚をポッケに入

れて食べていました。桑の実やヤマブドウを食

べたりもしました。人の家のだいこんをとって

葉っぱだけ食べたことも。

ニシン漁は3月下旬から4月のはじめ。ニシンが

おわると昆布。7月上旬から9月いっぱいまで。

採って干す、採って干す、の繰り返し。大小ある

けど失敗はしなかった。まれに水温の関係でお

がらない（育たない）年には出稼ぎにいったこ

ともあります。ウニは親の世代

では昆布を食べる害虫とされ

ていて獲りませんでした。ウ

ニ自体安かったので、ガヤ

の餌などにしていました。

●秋元進さん

時中は食べ物に困りました。真っ白いご飯が

食べられるのは年に一回だけ。基本は芋でし

た。兄さんと交代交代で炊いていました。芋はすり

ばちでつぶして団子にしたり、砂糖やきなこをか

けて味に飽きないようにしていました。

おやつは野いちご。とにかく食べるものが少な

かったから、自分で食べなくても弟妹に食べさせ

ていました。

春と秋には芋蒔きと芋掘りで学校を休むことがで

きました。飛行場あたりからずーっと畑。他には大

根やかぼちゃ、とうきびなど主食になるものを春

に植えて秋に獲っていました。

●吉田敏さん・静子さん夫妻

● 若水汲み
● 成人式
● 雑煮
● おしるこ
● 出初式

今 子
戦

昔

刺

岸

沖

天ぷらにするとおいしい

ツルはトコロテンづくりの材料に

ミズキの木に飾りつけ

ゆでて塩水で保存

トコロテンづくりの材料に

ちゃんちゃん焼き
白子はタチカマに

タコカレー、タコとキャベツの油炒め、
タコの卵を擂って焼く

ノリノリ

● エゾメバル（ガヤ）　● ハッカク

タラ
● シマゾイ　● クロゾイ

タラ

カレイ

● クマゲラ　● アカゲラ　● ゴジュウカラ　● ハシブトガラ　● シマエナガ　● キクイタダキ　● ウソ　● オオセグロカモメ

オジロワシ
シロカモメ
ワシカモメ
シノリガモ
ウミアイサ
ハシブトウミガラス

オオワシ

イワウメ
（6月中旬～7月上旬）

エゾカンゾウ
（6月下旬～7月中旬）

リシリヒナゲシ
（6月下旬～7月中旬）

チシマフウロ
（6月下旬～7月中旬）

ミヤマオダマキ
（6月下旬～7月中旬）

冬至
繭玉

冬の遊び冬の遊び（お手玉、かるた、あやこ、棒引き、そり、スキー）

利尻富士の雪形を見て、漁に出る時期等を決めていた 利尻富士にかかる雲を見て、明日の天候を予想していた

ベーコン巻き、炊き込み、冷やして

● 節分祭
● 寒歓まつり
● 雪ん子広場

● こどもの日
● こいのぼり
● べこ餅

悠遊覧人G
利尻島一周ふれあいサイクリング

ヤナギの木に飾りつけ

いそぶね

らくがん

く　き

いも ま

サクラ
（5月中旬）

ミズバショウ
（4月下旬～5月中旬）

天然昆布採取
（7月上旬）

湾内拾いコンブ

フノリ採り（12月下旬～4月中旬）

タコ水揚げ
（1月上旬～5月中旬）

ウニ採り
（6月上旬～）

ウミネコ
（3月上旬～11月下旬）

出初式
（1月上旬）



利尻・本泊地区

フェノロジーカレンダーができるまで

今回、利尻のフェノロジーカレンダーを作成するにあたって、
利尻島内でも古くから栄え、縄文時代の遺跡から、運上屋跡、
ニシン漁の記憶を伝える様々な遺産が残る本泊地区をモデル
地区として、文化遺産マップなどの制作を行いました。
制作にあたっては、北海道教育大学函館校の学生が約1週間、
旧本泊小学校に滞在して、本泊地区を中心に地区内の文化遺産
の視察、昔のことをよく知る住民の皆さんへのインタビューなど
を行い、本泊地区、利尻島の地域資源について行った調査、また、
現在、利尻島に赴任し、島を訪れた方へのガイドをはじめと
する様々な地域づくりの活動を行っている地域おこし協力隊
のメンバーが、日々の活動の中で収集した様々な情報をもとに
しています。

利 尻 の 島 暦
利尻・本泊地区フェノロジーカレンダー

利 尻・本 泊 地 区 フ ェ ノ ロ ジ ー カ レ ン ダ ー に つ い て 

お世話になった皆様

フェノロジーカレンダーとは

フェノロジー（英Phenology）とは、学術的には、植物の発芽・
開花・落葉など、生物の活動周期と季節との関係を研究する
学問のことをいいます。
地域のライフスタイルは、その地域の寄稿、地形などの自然
環境に大きな影響を受けます。とくに四季の明瞭な日本では、
季節ごとに自然の恵みに対する感謝など、地域ごとのユニークな
食・行事などがあります。
そうした自然事象と文化事象などの地域資源をカレンダーの
形で一覧できるように整理したものがフェノロジーカレン
ダーです。時期ごとの自然環境、食、産物、年中行事などを把握
することができるので、例えば観光プログラムの作成などにも
活用することが可能です。

秋元進さん、今村大さん、金森のぶ子さん、神成隆雄さん、佐藤萬さん、佐藤ミチエさん、澤敏弘さん、嶋中英峰さん、鈴木裕尚さん、正田浩さん・
ミツエさん、西谷栄治さん、山谷文人さん、吉田敏さん・静子さん、吉田敏光さん、味噌吉夫さん（五十音順）

〒097-0101 北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字富士野6
TEL：0163-82-1111（代）　FAX：0163-82-1373（1F）
URL:http://www.town.rishirifuji.hokkaido.jp

［制作］ 利尻富士町役場産業振興課
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本泊郵便局

劇場（S24）

船見屋

風呂屋
運上屋

旧本泊小

2

7

3

本泊漁港

8
このマークがある場所には、かつて
あった建物を示しています。

利尻空港

　 奥の院（利意志理山大権現）

1765（明和2）年に場所を請け負った恵比須
屋が建立したといわれているが、詳しくは分
かっていない。社殿には1868（慶応4）年に奉
納された「利意志理山大権現」の額が残る。

8 　 袋澗、元標

袋澗とは、ニシンの水揚げの際に一時保存や
船溜まり、避難港などのために作られた石積み
で囲った小さな港のこと。その痕跡の他、建網
を敷設する際の指標とした元標も現存。

4

　 本泊神社

本泊神社は、柏屋の支配人阿部喜右衛門が、
奥の院の頓宮とし建立したといわれる。「利尻
大権現」と刻まれた石鳥居（町指定文化財）は
1838（天保9）年に阿部が奉納したもの。
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7 　 釡場跡

釜場とは、水揚げされたニシンを大きな鰊釜で
大量に茹で、油とカス（肥料として出荷）に分留
する、その作業を行った場所のこと。本泊の釜
場跡には、当時使われてた釜も現存。

3

　 聖徳太子碑

江戸時代以降、職人集団により盛んに営まれ
るようになった太子講。島内には慈教寺のほ
か、4つの聖徳太子碑があり、利尻島でもそう
した動きがあったことが考えられる。

6 　 リイシリ運上屋跡の碑、石段

アイヌと和人との交易の拠点施設となったの
が運上屋である。記念碑は、本泊に運上屋が
あったことを伝えるため、昭和46年に建てられ
た。石段は平成23年に修築されたもの。

2

　 会津藩士の墓（慈教寺）

1808（文化5）年、宗谷・利尻の警備のため
滞在した会津藩士の墓。新潟で石を刻み運ん
で建立したもの。慈教寺には3基が現存する。
鴛泊に3基、種富町にも2基の墓がある。

5 　 本泊遺跡（縄文）

縄文時代後期の集落跡。特徴的な出土品と
して、礼文産のメノウがある。メノウは硬く、
穴をあけるドリルとして使われた。

1

袋澗、鰊釡…

島に残るニシン漁の記憶

幕末～明治にかけて、利尻島には各地から多くの漁民が新

しい漁場を求めてやってきました。明治末から昭和の初め

まで、最盛期には年間10万トンもの水揚げがあるなど、島は

ニシン景気に沸きました。

しかし、昭和28年頃を境にニシンが獲れなくなり、ニシン漁

は衰退の一途をたどりました。本泊地区をはじめ、島内には

往時をしのばせる袋澗（ニシンの陸揚げの際に一時貯蔵す

るために石積みで囲った小さな港）や釡場（ニシンを加工す

るために使ってた大きな釡）の痕跡が各所に見られます。ニ

シン漁の記憶を伝える貴重な遺産といえるでしょう。

Rishiri
      Island

本泊地区

かつて、本泊は
利尻の中心だった

本 泊 地 区 ・ 文 化 遺 産 マ ッ プ

※町指定有形文化財

※町指定有形文化財

アイ

北

北西北東

南

南西南東

西東

タマシモ

クダリ

ヒカタ
（ダシカゼ）ミナミヤマセ

（ヤマセ）

ニ
シ

ヤ
マ
セ

（
ホ
ン
ヤ
マ
セ
）

利尻島での風の呼び方

風は島の風物詩であり、風の吹く方
向によって季節やその日の天気を
読むことができます。
むかしから、ニシン漁をはじめ、日々
の生活密接に関わってきました。

※
赤
い
色
の
文
字
は
本
泊
地
区
の
歴
史
で
す
。

本泊地区は、縄文時代・擦文時代からアイヌ文化期（江戸時代）に至る遺跡が

発見されており、利尻島内でも古くから人々が暮らしてきた地域です。江戸時

代には多くのアイヌの人々が暮らしていました。本泊の地名はアイヌ語の本

泊＝「ポン・トマリ（小さい・入江）」が元になっています。18世紀以降場所請

負制度が確立すると、運上屋が設けられ、ニシン、サケ、昆布などの海産物が取

引されるようになり、利尻の交易の拠点となりました。明治以降はニシン漁で

栄え、1890（明治23）年には本泊小学校が開校、閉校までの121年間に3,373名の卒業生を輩出しました。ニシン漁の衰退

とともに、人口も減少していきましたが、かつて利尻の中心として栄えた本泊地区には、古くは縄文・擦文時代の遺跡

から明治以降のニシン漁や教育に関わるものまで、人々が暮らしてきた歴史を物語る遺産があります。

本泊細川劇場（昭和20年代）

上／本泊校運動会
　　（大正2年）
下／現在の姿

明治23年開校、平成24年の閉校までに
3,373名の卒業生を輩出

※町指定史跡

袋澗鰊粕積み出し

粕玉づくり
秋田藩勘定方「リイシリ嶌略図」

サイズが小さいです。
もっと高画質はありますか？

　利
尻
島
に
初
め
て
人
が
移
り
住
ん
だ
の
は
今

か
ら
一
万
年
以
上
も
前
の
旧
石
器
時
代
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
利
尻
島
に
は
、
縄
文
時
代
、
続

縄
文
時
代
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
、
擦
文
文
化
の

遺
跡
も
あ
り
、
サ
ハ
リ
ン
な
ど
と
の
交
流
を
示

す
遺
物
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　江
戸
時
代
、
朝
鮮
王
朝
の
官
吏
8
名
が
利
尻

島
に
漂
着
し
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
出
会
い
、
ア

メ
リ
カ
人
、
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
日

本
に
渡
っ
て
日
本
語
を
覚
え
、
通
訳
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
利
尻
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。
国
内

か
ら
は
、
ロ
シ
ア
の
南
下
に
対
す
る
た
め
、
会

津
藩
士
約
2
5
0
名
が
利
尻
島
に
派
遣
さ
れ
、

数
ヶ
月
間
に
わ
た
り
警
備
に
当
た
り
ま
し
た
。

　明
治
以
降
、
ニ
シ
ン
漁
の
豊
漁
を
背
景
に
、

利
尻
島
に
は
東
北
・
日
本
海
沿
岸
を
中
心
と
し

た
各
地
か
ら
か
ら
多
く
の
人
々
が
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
人
々
が
、
故
郷
か
ら
移
り
住
む
際
に

持
ち
込
ん
だ
伝
統
芸
能
、
方
言
・
年
中
行
事
な

ど
は
、
今
な
お
深
く
島
の
暮
ら
し
の
中
に
色
濃

く
残
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
「
利
尻
の
島
暦
」
は
、
そ
う
し
た
島
人

が
作
っ
て
き
た
利
尻
の
文
化
・
歴
史
を
伝
え
る

遺
産
が
多
く
残
る
本
泊
地
区
の
文
化
遺
産
を

マ
ッ
プ
形
式
で
、
ま
た
、
島
の
暮
ら
し
に
く
わ

し
い
皆
さ
ん
に
伺
っ
た
お
話
を
も
と
に
、
利
尻

島
の
自
然
や
産
物
、
人
々
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

季
節
ご
と
の
行
事
や
食
な
ど
を
カ
レ
ン
ダ
ー
形

式
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

人
々
は
利
尻
山
を
目
指
し
た

〜
交
流
の
歴
史
が
育
ん
だ
利
尻
の
文
化
〜

青野朋晃（4年）、古村真衣（4年）、星山大稀（3年）、大久保美侑（3年）、白岡健志（3年）、古舘葵（3年）、
山田創祐（2年）、阿部晃佑（2年）、熊野心平（2年）、菊池和佳奈（2年）、東海林弘人（2年）

池ノ上真一（北海道教育大学函館校 国際地域学科地域協働専攻地域政策グループ・准教授）

北海道教育大学函館校　池ノ上真一ゼミメンバー

地域おこし協 力

隊

平成29年3月発行
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気
　候

山
の
姿

人
　の
　暮
　ら
　し

祭
り
・
年
中
行
事

遊び

鳥

留鳥

海
　の
　幸

昆
布
の
し
ご
と

天
然

養
殖

食・遊び

月
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0
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降
水
量（
㎜
）

気
温（
℃
）

-2
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49.3 1.8

-3.5 49.1

7.6

1.5
64.6
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6.1

58
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5.6

85.9

21.1

10

108.1

23.1
16.8

119.3

20.2

13

136.2

14.2

7.9

124

6.6

1
115.9

平均最高気温
平均最低気温
平均降水量

07：14
16：04

06：56
16：43

06：14
17：22

05：16
18：03

04：24
18：41

03：51
19：16

03：52
19：27

04：20
19：03

04：57
18：13

05：33
17：16

06：14
16：23

06：54
15：00

日の出
日の入

花

高

低

イワウメ
リシリゲンゲ

リシリオウギ
イブキトラノオ

コケモモ
ハクサンチドリ

● ミヤマオダマキ
● ボタンキンバイ
● チシマフウロ

エゾカンゾウ

リシリヒナゲシ

マイヅルソウ

船霊様
冬囲い取り外しひな祭りどんど焼き
山菜とり

奥の院例大祭

● 仙法志神社・北見富士神社・北見神社・利尻山神社例大祭
● 利尻麒麟獅子

● 利尻浮島まつり
● 北海島まつり

● お盆
● トコロテンづくり

サケ釣り大会

みなとビアガーデン

七夕（ローソク歌）

● 十五夜
● 漬物づくり

冬囲い

利尻富士町文化祭

ザゼンソウ ハマナス
オオバナノエンレイソウ

ミズバショウ

サクラ

ワラビ サルナシ（こくわ）の実
こごみ ヤマブドウタラノメ

竹の子（根曲り竹） アキグミ

キノコ

夏の遊び（釣り、ガンゼ取り、および、木の実取り、けんけんぱ）

テングサ
ワカメ

エゾバフンウニ（ガンゼ） エゾアワビ
キタムラサキウニ（ノナ）

● カニ　● タコ
ナマコ

シマエビ（ホッカイエビ）
フグ

チカ
アイナメ（アブラコ）

ホッケ

サケ（アキアジ）

ヤナギノマイ
コンブ

カレイ カレイ

● ウグイス　● ノゴマ

アマツバメ

エゾセンニュウ
シマセンニュウ
エゾヒタキ

アオジ
クロジ

アカハラ
イワツバメ

ヒラメ ヒラメ
クロマグロ

夏鳥

コマドリ

ハシブトウミガラス

冬鳥

オジロワシ
シロカモメ

シノリガモ
ワシカモメ

ウミアイサ

オオワシ

ベニマシコ
ウミネコ

カワラヒワ

昆布の干場づくり 干場の草取り ねじりほこ
作成点検 昆布漁 昆布づくり 検査・出荷

資材の整理　見回り 株上げした昆布の雑草を手作業で獲る 地域の住民で協力して、引き上げ 製品づくり［出荷］ 胞子取り 選別作業

等級や種類に分ける、形を整える

旬の時期は開き、油の乗っていない
時期はつみれに。

利 尻 の 島 暦

まちのお年寄りに聞いてみました

は一人とか一対一で遊ぶ遊びが

ほとんどだけど、昔はみんなで

遊びました。「騎馬戦やるよ～」でみん

なが集まってきて。おはじきや磯舟に

乗って釣りをしたり、取ってきたガン

ゼ（ウニ）をたき火で焼いて食べたり。

●佐藤　萬さん

は見合いもなし、話したこともな

い人と結婚するのも当たり前でし

た。嫁入り道具は馬車や馬そりで運びま

した。結婚式は家で。50人ぐらいが集まり

ます。参加者には鯛や鶴や亀などの形を

した落雁が配られるんですが、のぞきに

来た近所の人たちももらっていました。

●佐藤ミチエさん

し網でニシン漁をしていました。3月の

凪の日に試しに網を刺して確認する。

何匹かかかれば、その後留萌からニシンが北上

してくる情報が入ってくると、かかりがだんだ

んよくなってくる。群来ると、朝海を見たら

真っ白になっていました。大量に網にかかって

いるので浮きが沈んでしまったくらい。

昭和50年ぐらいからはマグロも獲っていまし

た。当時は結構獲れて「マグロ御殿」を建てて

しまった人も。礼文の棚に近かったから、本泊

と 鴛 泊 が 盛 ん で し た。8月 に

なったら一本釣りで。マグロは

高く売れたから当時はマグ

ロ一本でもやっていけま

した。

●味噌吉夫さん

どもの頃は甘いものはなく、野菜もな

かったので、乾燥した小魚をポッケに入

れて食べていました。桑の実やヤマブドウを食

べたりもしました。人の家のだいこんをとって

葉っぱだけ食べたことも。

ニシン漁は3月下旬から4月のはじめ。ニシンが

おわると昆布。7月上旬から9月いっぱいまで。

採って干す、採って干す、の繰り返し。大小ある

けど失敗はしなかった。まれに水温の関係でお

がらない（育たない）年には出稼ぎにいったこ

ともあります。ウニは親の世代

では昆布を食べる害虫とされ

ていて獲りませんでした。ウ

ニ自体安かったので、ガヤ

の餌などにしていました。

●秋元進さん

時中は食べ物に困りました。真っ白いご飯が

食べられるのは年に一回だけ。基本は芋でし

た。兄さんと交代交代で炊いていました。芋はすり

ばちでつぶして団子にしたり、砂糖やきなこをか

けて味に飽きないようにしていました。

おやつは野いちご。とにかく食べるものが少な

かったから、自分で食べなくても弟妹に食べさせ

ていました。

春と秋には芋蒔きと芋掘りで学校を休むことがで

きました。飛行場あたりからずーっと畑。他には大

根やかぼちゃ、とうきびなど主食になるものを春

に植えて秋に獲っていました。

●吉田敏さん・静子さん夫妻

● 若水汲み
● 成人式
● 雑煮
● おしるこ
● 出初式

今 子
戦

昔

刺

岸

沖

天ぷらにするとおいしい

ツルはトコロテンづくりの材料に

ミズキの木に飾りつけ

ゆでて塩水で保存

トコロテンづくりの材料に

ちゃんちゃん焼き
白子はタチカマに

タコカレー、タコとキャベツの油炒め、
タコの卵を擂って焼く

ノリノリ

● エゾメバル（ガヤ）　● ハッカク

タラ
● シマゾイ　● クロゾイ

タラ

カレイ

● クマゲラ　● アカゲラ　● ゴジュウカラ　● ハシブトガラ　● シマエナガ　● キクイタダキ　● ウソ　● オオセグロカモメ

オジロワシ
シロカモメ
ワシカモメ
シノリガモ
ウミアイサ
ハシブトウミガラス

オオワシ

イワウメ
（6月中旬～7月上旬）

エゾカンゾウ
（6月下旬～7月中旬）

リシリヒナゲシ
（6月下旬～7月中旬）

チシマフウロ
（6月下旬～7月中旬）

ミヤマオダマキ
（6月下旬～7月中旬）

冬至
繭玉

冬の遊び冬の遊び（お手玉、かるた、あやこ、棒引き、そり、スキー）

利尻富士の雪形を見て、漁に出る時期等を決めていた 利尻富士にかかる雲を見て、明日の天候を予想していた

ベーコン巻き、炊き込み、冷やして

● 節分祭
● 寒歓まつり
● 雪ん子広場

● こどもの日
● こいのぼり
● べこ餅

悠遊覧人G
利尻島一周ふれあいサイクリング

ヤナギの木に飾りつけ

いそぶね

らくがん

く　き

いも ま

サクラ
（5月中旬）

ミズバショウ
（4月下旬～5月中旬）

天然昆布採取
（7月上旬）

湾内拾いコンブ

フノリ採り（12月下旬～4月中旬）

タコ水揚げ
（1月上旬～5月中旬）

ウニ採り
（6月上旬～）

ウミネコ
（3月上旬～11月下旬）

出初式
（1月上旬）
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